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ふるさと 納税関連

ホームページ

深谷市役所
企画財政部 企画課

深谷市企業版ふるさ と 納税ＨＰ
https: //www. city. fukaya . sa itama . jp/sosh iki/

kikakuzaisei/kikaku/tanto/kig you/1 4 4 0 6 . html

企業版ふるさ と 納税 電子申請ページ
https: //ttzk. g ra erff . jp/city-fukaya/smart-apply/

apply-procedure-a lias/kig yobanfurusator5
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　 深谷市は、埼玉県北西部に位置し 、東京から

電車で約１ 時間半の距離にあり、電車を降り ると

赤レンガ調の深谷駅やふっ かちゃんのから く り

時計が出迎えてく れます。

　「 近代日本経済の父」と いわれ、新一万円札の

肖像に決まっ た 渋沢栄一は、現在の深谷市で

生まれ育ちまし た。市内には、渋沢栄一記念館

をはじ め、旧渋沢邸「 中の家」や誠之堂・ 清風亭

など、歴史的にも 貴重な建物が数多く 残さ れて

おり 、渋沢栄一の足跡を たどる こ と が出来る

場所と なっています。

　 また、深谷市は深谷ねぎをはじ めと する 野菜

や、深谷牛などの農畜産物の生産が盛んである

と と もに、ユリ やチューリッ プなどの花卉栽培も

盛んです。

　 さ ら に、渋沢栄一が好んで食べた煮ぼう と う

やお漬物、日本酒、深谷瓦など、長い歴史と と も

に培われてき た伝統の味と 技が受け継がれる

まちです。

なか ん ち せい し どう せい ふう てい

深谷市の紹介

　 企業版ふるさ と 納税（ 地方創生応援税制）と は、企業が寄附を 通じ

て、地方公共団体の行う 地方創生の取組を 応援し た場合に、税制上の

優遇を 受けら れる 仕組みです。最大で寄附額の約９ 割が軽減さ れ、

実質的な企業の負担を 約１ 割まで圧縮すること ができます。

※企業が地方公共団体に寄附し た

場合は、その全額が損金算入

さ れるため、寄附額の約３ 割

（ 法人実効税率）相当額

の税の軽減効果

があり ます。

企業版ふるさ と 納税と は

寄附のご検討にあたっ て

深谷市に企業版ふるさ と 納税寄附をいただいた企業様への対応

企業名を記し た
芳名板の設置

市HPでの
企業情報掲載

市イベント への
参加・ 登壇依頼

企業の代表者による
目録贈呈式
　

第 3 回

に係る 大臣表彰

地方創生応援税制
（ 企業版ふるさと 納税）

受  賞

令和5 年度

SDGs 未来都市

選  定

企業版ふるさと納税

地方創生応援税制

令和5 年度

企業版
ふるさ と 納税
を 活用し た

寄附

損金算入
による
軽減効果※ 

国税＋地方税

企業負担

約1割

約3 割2 割

4 割
法人住民税＋
法人税

法人事業税

寄 附 額

通常の寄附

軽減効果最大

約9割に!

企業イメ ージの向上に貢献し ます。
市ＨＰでの企業情報の周知や、目録贈呈式を開催する ほか、渋沢栄一

生地に立つ旧渋沢邸「 中の家」に企業名を記し た寄附銘板を設置し

ます。

税負担の軽減効果が従来の寄附の３ 倍になります。
現行の損金算入措置（ 約３ 割）と 併せて寄附額の９ 割に相当する 額

が軽減さ れます。

寄附は１０ 万円から可能です。
１ 回あたり１０ 万円から 寄附が出来るため、利用し やすい制度です。
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FU KAYA

SAIT AM A知事あいさ つ

　 埼玉県と 深谷市では、渋沢栄一翁を 軸と し た

観光振興を 推進する た め、県外を タ ーゲット と

し た情報発信や観光客の広域周遊の促進、ＳＤＧｓ

の推進などに取り 組んでいます。

　 埼玉県と 深谷市が強力なタッ グを組み、オール

埼玉で取組を進めること により、埼玉県内を訪れ

る 観光客のより 一層の増加や交流人口の拡大を

図り、魅力的なまちづく り や地域の活性化に繋げ

てまいり ます。

埼玉県知事　 大野　 元裕
深谷市長　 小島　 　 進

埼玉県と 深谷市が協力して
地域の活性化に取り 組みます！

市長あいさ つ Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
も
っ
た

深
谷
市
が
取
り
組
む
５
つ
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

渋沢栄一を

核とした

ひと づくり

プロジェクト

農業の強み

を生かした

産業振興

プロジェクト

「 ふかや」の魅力

を生かした

移住定住

推進プロジェクト

　 深谷市の基幹産業である 農業の強みを生かし た持続

可能なまち づく り を進めると と も に、埼玉県北部地域の

中核的な自立都市と して発展すること を目指し 、産業の

活性化を図り ます。

　 また、全国有数の生産量を 誇る 野菜などを活用し て、

人の流れを生み出し 、市内に人を呼び込むと と も に、新

たな企業誘致や６ 次産業化、「 ふかや」のブラ ンド 力の向

上、滞在型・ 体験型観光の展開、地域通貨の活用などによ

り、農業の強みを生かし た産業の活力創出を図り ます。

　 郷土の偉人渋沢栄一の叡智と チャレンジスピリット について、

次世代を担う 人材育成に活用し 、その理念を後世へと 継承する

取組を推進すること で、未来を切り 拓く 力を育成し 、深谷市の持

続可能な発展を目指し ます。

　 また、「 渋沢栄一＝深谷市」と いう イメ ージを全国に広げると と

も に、渋沢栄一の理念に基づいた深谷市なら ではのＳＤＧｓ の目

標達成に向けた取組の推進やさ まざまな変革に挑戦する企業の

知恵を学ぶ場を提供し 、起業しやすい環境づく り を推進し 渋沢栄

一の理念を継承する次世代の企業人づく り を進めていきます。

　「 ふかや」の魅力を伝えるさ まざまな

取組を 通じ て、子育て世帯を中心と し

た転入促進、転出抑制に取り 組みます。

　 深谷市が有する 暮ら し の魅力を 発

信すると と も に、市の特色を生かし た

移住策を 推進するこ と で、「 ふかや」に

行ってみたい、体験し たい、住みたいと

いう 人を増やし 、子育て世帯に重点を

置いた移住定住促進を図り ます。

行政

デジタル化推進

プロジェクト

　 いつでも 、どこ でも 、必要な市民サービス

を受けるための「 窓口」につながること がで

きる スマート な 市役所を 実現する ため、書

面・ 押印・ 対面を 前提と する 文化から 脱却

し 、簡単にオン ライン での申請手続や行政

サービスの利用ができるよう にし ます。すべ

ての市民がデジタ ル化の恩恵を広く 受けら

れるよう にオン ラインサービスを利用しや

すい環境づく り に取り 組みます。

ゼロカーボン

シティ推進

プロジェクト

　「 ゼロカ ーボンシティ ふかや」宣言に基

づき、二酸化炭素などの温室効果ガス 排

出量を 削減する た め 、再生可能エ ネル

ギー設備の導入など、環境の保全に向け

た取組を 推進し 、脱炭素社会の実現を 目

指します。

　 地域内で発電し た再生可能エネルギー

の地産地消の推進などに取り 組むこと で、

地球温暖化対策の推進を図り ます。

FU KAYA

Project of

FU KAYA

Project of

FU KAYA

Project of

FU KAYA

Project of

FU KAYA
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が
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。

　 埼玉が誇る 郷土の偉人で深谷市出身の渋沢栄一翁が新一万円札の肖像

に選ばれ、大き な 喜びを 感じ ています。栄一翁の「 論語と 算盤」の精神は、

SDGsと の親和性が改めて見直さ れ、こ れまで以上に注目さ れており、深谷

市では栄一翁の功績と その理念を後世へと 引き継ぐ 取組を進めており ます。

2 0 2 3 年5 月には、深谷市が提案するSDGs達成に向けた計画が優れた取組

提案として認めら れ、国から「 SDGs未来都市」に選定さ れまし た。

　 また、栄一翁関連施設の整備・ 活用や地域の課題解決に向けた挑戦

を、埼玉県と 連携・ 協力し 、オール埼玉で実施してまいり ます。

　 多く の皆様に埼玉県はも と より 深谷市にお越し いただき、企業版

ふるさ と 納税により 全国の企業から いただいた寄附金も 活用さ れ、

8 月にリ ニューアルオープン を迎えた旧渋沢邸「 中の家」をはじ め

と する関連施設への訪問を通じ て、栄一翁の精神に触れ、地域の

魅力を感じ ていただければ幸いに存じ ます。プロジェ クト の

実現に向け、ご支援を賜り ますよう お願い申し 上げます。

深谷市長　 小島　 進

ろ ん  ご そ ろ ば ん

な か  ん   ち

　 本県が誇る 偉人であり、近代日本経済の父と 言われる 渋沢栄一

翁は５００ 社を超える 企業の設立・ 育成に関わり、約６００ も の社会

公共事業、福祉・ 教育機関の支援と 民間外交にも 熱心に取り 組む

など、数々の功績を残しまし た。

　 経済成長と 環境や社会の調和を目指し た栄一翁の取組は、

現代のＳＤＧｓ の精神に通じ るも のであり、その先見の明と 志の

高さ には敬服の念に堪えません。

　 ２ ０２ ４ 年７ 月には、栄一翁が肖像と なる 新一万円札が発行

さ れます。翁の功績に注目が集まるこ の機会を捉え、深谷市と

連携して「 ワンチーム埼玉」で地域の魅力を発信してまいり ます

ので、御支援を賜り ますよう お願い申し 上げます。

埼玉県知事　 大野　 元裕
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　 旧渋沢邸「 中の家」主屋では、渋沢栄一アンド ロイド と 映像を組合せた

イ マーシブ（ 没入型）のアンド ロイド シアタ ーによって、帰郷し た8 0 歳代

の渋沢栄一から ふるさ と や仲間と の思い出などを 聞く こ と で、渋沢栄一

の原点に触れる 体験ができます。

　 構造補強およ び改修工事で発見さ れた 瓦煉 製カ マド 跡や、「 中の家」

に暮ら し た渋沢家の人々、建物の変遷などを展示し 、「 中の家」の歴史や

魅力を発信し ます。

　 また、子供たち へ「 中の家」の魅力を 伝えるイ ベント 等を実施していき

ます。

3 旧渋沢邸「 中の家」整備活用事業等
な  か　 ん　 　 ち

　 渋沢栄一の真髄を 体現する 方々の知恵を 学び、渋沢栄一

スピリ ット を 胸に未来を 切り 拓く 人材へと 導く ため、「 渋沢

栄一ひと づく り フォ ーラム２ ０ ２ 3 」、「 渋沢栄一

ひと づく り カ レ ッ ジ 」を 実施し ます。そ の中で、

中小企業の経営者等を 対象に、様々な 困難を

乗り 越えな がら「 ひと づく り 」に挑戦し てき た

経営者の実体験を学べる 機会をつく り ます。

旧渋沢邸「 中の家」内観

渋沢栄一ひと づく り カ レッ ジの取組

旧渋沢邸「 中の家」

耐震改修工事完了

イメ ージ図

2F

1F

旧渋沢邸「 中の家」内観イメ ージ

渋沢栄一を
核とした
ひとづくり
プロジェクト

新一万円札の発行を見据えたプロモーショ ン3

　「 渋沢栄一の生誕地＝深谷」と し て、深谷を 知っ ても

ら い、魅力を 感じ て も ら い、深谷に足を 運んで も ら う

た め、渋沢栄一ゆかり の場所などで、ふるさ と 深谷の

物産販売、観光案内など魅力を 発信するＰＲ イ ベント

を 行います。

栄一のふるさ と PRイ ベント の開催4

　 市内商工団体や県産業振興公社

と 共に、創業に関する 各種相談への

対応やセミ ナー 等を 開催し て 創業

支援に取り 組みます。

　 市内で新たに起業するかたに対し 、

起業に要する経費（ 事務所等開設経費

や広告宣伝費）を補助すること で、市内

産業の活性化を図り ます。

創業支援事業計画実施補助1

　 経営革新計画の策定を 奨励し 補助

するこ と で、起業後の新たな事業創出

や経営戦略の策定など事業者の中長

期的な取組みを支援し ます。

経営革新計画策定支援3起業家支援補助2具
体
的
な
取
組

4 起業家支援事業

令
和

5年
度

予
算

1 ,1 8 3万
円

旧渋沢邸「 中の家」主屋の展示・ 運営1

渋沢栄一アンド ロイド（ 渋沢栄一記念館）

深谷市SDGs未来都市ロゴマーク

　 誠之堂・ 清風亭は公開活用、ホフ マン 輪窯６ 号窯は保存修理工事及

び活用の検討を進めていると ころであり、ホフ マン 輪窯６ 号窯につい

ては、飲食機能を備えた集客施設と する 予定です。

誠之堂・ 清風亭の活用と ホフマン輪窯等の保存3

　 渋沢栄一記念館では、7 0 歳頃の姿を

忠実に再現し た 渋沢栄一アンド ロ イド

から 、渋沢栄一が唱えた「 道徳経済合一

説」の講義を 受ける こ と で、その考えを

より 身近に体感すること が出来ます。

　 ま た、新一万円札の発行に合わせて

新たな講義のプ ロ グラムの準備も 進め

ていきます。

渋沢栄一アンド ロイド による講義の開催2

具
体
的
な
取
組

「 渋沢栄一ひと づく り カレッ ジ」の開催1

　 小学生を 対象と し た 、し ご と 体験を 通し て 道徳と

チャレンジ精神を育みながら 経済の仕組みを学ぶ機会

の提供や、ＳＤＧｓ の講座、起業体験プ ロ グラ ムなどを

実施する こ と で、未来を担う 子ども たち に渋沢栄一の

精神を広めていきます。

小学生を対象と し た職業体験イ ベント 等の開催2具
体
的
な
取
組

1 渋沢栄一政策推進事業

令
和

5年
度

予
算

1 ,6 8 5万
円

　 本市では、郷土の偉人である 渋沢栄一の功績や理念を踏まえ、第2 次深谷市総合

計画 後期基本計画に掲げたＳＤＧｓ ゴールと 関連付けたＳＤＧｓ 未来都市計画を策定

し 、持続可能なまち づく り や地域活性化の実現を目指し ます。

深谷市ＳＤＧｓ 未来都市計画の推進1具
体
的
な
取
組

2 S DGs推進事業

FU KAYA

Project of

渋沢栄一の理念を継承する次世代の企業人づく り

事業のコ ンセプト

SDGsとの関係： 主に関係するゴール

　 令和６ 年7 月に新一万円札が発行さ れるこ と を踏ま

え、関係機関と 連携し た市内での新一万円札発行記念

のイベント や、都内で渋沢栄一をテーマとし た

イベント の実施、また、のぼり 旗や

タ ペスト リ ー、横断幕などを

製作し 、公共施設や駅周辺

など集客の多い場所を 中心

に設置する などのＰＲ活動を

実施し ます。

渋沢栄一ひと づく り フォ ーラム

令
和

5年
度

予
算

6 ,7 2 5万
円

な か  ん   ち

な か  ん   ち

な か  ん   ち

な か  ん   ち

な か  ん   ち
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チャ ージ
対応

深谷市地域通貨ネギー
CD 15

12345678
会員コ ード

深谷市地域通貨ネギー

negi

アグリ テッ ク 集積戦略

地域通貨negi
ネギー

FU KAYA

Project of

農業の強みを生かし た産業の活力創出

事業のコ ンセプト

農業の強み
を生かした
産業振興
プロジェクト

SDGsとの関係： 主に関係するゴール

「 農業の強みを 生かし た産業

振興プ ロジェクト 」の取り 組み

をご賛同頂き、寄附頂いた企業

様には、ご 賛同頂いた 企業名

や ロ ゴ を ベ ジ タ ブ ル テ ーマ

パーク  フカ ヤのホームページ

等で掲載致し ます。

　 デジタ ルスタ ンプラ リ ーを中心

に 市内を 回遊する 企画や、収穫

体験、レスト ラ ンイ ベント 、野菜を

たのしく 学ぶ「 やさ いの学校」など

を開催し ます。

　 野菜を楽し める 体験やグルメ など、深谷を楽し めるスポット

情報や、ス ポット を 楽し く めぐ る 観光回遊のモ デルコ ース を

紹介する「 ぐるっ と 深谷めぐり 旅」など様々な情報を 発信し て

まいり ます。

ベジタ ブルテーマパーク  各種イ ベント  開催1

情報発信2

　 野菜の生産地ならではの楽し さ をお届けするこ の

取り 組みに賛同し て頂いた生産者や事業者、飲食店

などにパート ナーと なっ て頂き、知る・ 味わう・ 験す・

買う 、のあら ゆる 面から 魅力あるコ ン テン ツ をつく っ

てまいり ます。

ベジタ ブルテーマパーク  パート ナーズ3

「 野菜を楽し めるまち、深谷市へよう こ そ。ぐるっと ベジタ ブルテーマパーク  フカ ヤ」令和５ 年度活動テーマ

具
体
的
な
取
組

1 野菜を楽しめるまちづくり 戦略事業

令
和

5年
度

予
算

1 ,6 5 0万
円

地域内経済循環の向上と 、地域通貨を用いた地域課題解決令和５ 年度活動テーマ

アグリ テッ ク に係る取組の活性化令和５ 年度活動テーマ

　「 深谷発！共に創る 農と 食の未来」をキャッ チ

フレ ーズと し て、深谷市の農家が抱える 課題を

解決する 技術・ アイ デア や「 製造・ 加工」「 流通」

「 消費」等の食にまつわる 課題を解決する 技術・

アイデアを 全国から 広く 募るコ ン テスト を 開催

し ます。

　 市内に企業が集まり、交流が生まれる場所と して

アグリ テッ ク 交流拠点を設置し 、コ ーディ ネータ ー

によ る効果的な農家と 企業や企業間の連携を図る

ほか、日常的な交流会を実施します。

DEEP VALLEY Ag ritech  Award2 0 2 3 の開催1

アグリ テッ ク 交流拠点の開設2

　 アグリ テッ ク の実証実験、普及に向けたマッ

チングや情報発信等、現場実装のための伴走

支援を行います。

アグリ テッ ク企業への伴走支援3

具
体
的
な
取
組

2 アグリ テック 集積戦略事業

令
和

5年
度

予
算

7 ,2 3 0万
円

株式会社レ グミ ン
「 自律走行ロ ボット によ る 防除作業」
※受賞企業によ る 実証の様子

株式会社Roo t
「 スマート グラスにおける AR拡張現実
アプリ によ る 単純作業の省力化」

　 発行額・ 利用額を 増加

さ せる た め 、各 種キャ ン

ペーン などを実施し ます。

　 地域通貨ネギーを活用すること で、地域課題解決・ 歳出削減を

図り ます。また、持続的な地域通貨を 実現するため、歳出削減に

よるコ スト 捻出モデルの構築を目指し ます。

地域通貨ネギーの販売拡充1

地域通貨ネギーの活用事業の検証2

具
体
的
な
取
組

3 地域通貨戦略事業

令
和

5年
度

予
算

4億
2 ,0 7 0万

円地域内経済循環
を高める取り 組み

地域内で　   　 お金が循環

地域通貨negiネ ギー

人を呼び込むための取り 組み

野菜を楽し める
まちづく り 戦略

新たな企業を誘致する
ための取り 組み

アグリ テッ ク
集積戦略

野菜をテーマと し た
人を呼び込む取組

（ SLベジタ ブル
テーマパークフカ ヤ
エクスプレ スの運行）

市内飲食店などを回遊する
「 デジタ ルスタ ン プ ラ リ ー 
ぐるっ と 深谷ガチャ 」の実施

Ⓒ深谷市

チャ ージ
対応

深谷市地域通貨ネギー CD 15

12345678

会員コード

連携

連携 連携

深谷市産業ブラ ンディ ング推進方針

農業を核と し た産業ブラ ンディ ング
～「 儲かる農業都市ふかや」の実現～
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“ふかやの暮ら し ”支援策チラ シ

深谷市PR動画 移住定住プ ロ モーショ ン 動画 深谷市移住BOOK

　 都会などから の移住、二拠点居住などにより、自然に親し みながら 、のびのびと 子育て

ができる ラ イ フスタ イルと し て「 農ある 暮ら し 」をし た い方のニーズに応える た め、

空き 家と セッ ト で 田畑を 取得でき る 農地付き 空き 家の活用促進を 図る と と も に、

「 農ある 暮ら し 」を幅広く サポート する 支援体制の充実を図り ます。

ふかやの特色を生かし た移住策の推進1具
体
的
な
取
組

3 空き家対策事業

令
和

5年
度

予
算

2 0 0万
円

　 深谷市の子育てし やすい環境の良さ 、自然環境の豊かさ など、地域の情報を 移住希望者に伝えるため、さ まざまな

媒体を活用し たプロ モーショ ン 活動を実施し ます。

　 また、移住を検討している方を対象に、生活環境や都内への距離感など移住後の生活をイメ ージしても らう ため、関係

団体と 連携して、移住体験に関する 取組を推進し ます。

ふかやの魅力を伝える移住体験・ プロモーショ ンの実施1具
体
的
な
取
組

4 シティセールス推進事業

令
和

5年
度

予
算

7 7 4万
円

　 子育て 世代の移住者と 地域を つなぐ 結節点と し て、移住後の

保護者同士や地域と のつながり を 深めるこ と ができるよう 、地域

の子育て 支援体制に つ いて、

さ ら なる 充実を 図る と と も に、

子育て中の親子が気軽に集い、

児童に健全な遊びを 与え、相互

交流や子育ての不安・ 悩みを

相談できる 場を提供し ます。

地域の子育て支援の充実1具
体
的
な
取
組

1 幼稚園・こども館複合施設建設事業

令
和

5年
度

予
算

1億
3 ,2 7 3万

円
　 妊娠期から 子育て期にわたる 切れ目のない支援体制を確保し 、

安心・ 安全で健やかな妊娠・ 出産、産後を サポート すると と も に、

出産祝い金の支給や、保育施設

に 通う 児 童 に 対 する 保 育 料

完全無償化などの深谷市独自

の経済的支援を 通じ て、子育て

家庭の経済的不安を 軽減し 、

安心し て 子ども を 育て ら れる

環境づく り を推進し ます。

子育て家庭の経済的不安の軽減1具
体
的
な
取
組

2 私立保育施設運営事業等

令
和

5年
度

予
算

4 7億
2 4 3万

円

FU KAYA

Project of

子育て世帯に重点を置いた移住定住促進

事業のコ ンセプト

「 ふかや」の
魅力を生かした
移住定住推進
プロジェクト

SDGsとの関係： 主に関係するゴール

　 子育て世代の移住を 促進し 、深谷市がその選択肢のひと つと

な る よ う 、移住希望者のニーズ把握を 行う と と も に、移住後に

場所を選ばず仕事ができる・ 続けるための支援や、移住希望者に

寄り 添う 相談、関係

団体と の連携・ 協力、

き め 細やかな 支援

体 制の 構築 に 取り

組みます。

移住希望者のニーズに応じ た支援制度の充実1具
体
的
な
取
組

5 移住定住推進事業

令
和

5年
度

予
算

5 8 0万
円

深谷市移住支援金チラシ

ふかやの暮らし

支援策H P

深谷市

移住支援金H P

おかべ子育て支援センタ ー（ みら い幼児園おかべ内）
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　 市民や市内事業者に、ウオーキン グ、自

転車・ 公共交通機関の利用、自然環境への

負荷が少ないエコ カ ーの利用など、エコ な

移動手段の普及を促進し ます。

　 ま た 、再生可能エ ネルギー設備で 発電

し た電力と 、電気自動車（ EV）、プ ラ グイ ン

ハイ ブリ ッド 車（ PH EV）、燃料電池自動車

（ FCV）などを 活用し た 、走行時の二酸化

炭素排出量がゼロ の「 ゼロカ ーボン・ ド ラ

イ ブ 」を推進するため、まずは、企業などの

協力を 得ながら 、公用車について、環境に

配慮し た 車輌な

ど の導入を 段階

的に推進し ます。

　 スマート フォンやタ ブレット などを各種オン ラインサービスの窓口と すると と もに、マイナンバー

カ ード の普及促進を図り、申請や相談、イベント への参加など、こ れまで市役所や現地に行かなけれ

ば受けら れなかっ たサービスのオンライン化を推進し 、いつでも・ どこ でも サービスを受けら れる

スマート な市役所の実現を目指します。

いつでも・ どこ でもつながること ができるスマート な市役所の実現1具
体
的
な
取
組

1 行政情報化推進事業等

令
和

5年
度

予
算

1億
1 ,5 5 0万

円

　 ICTを活用し 、来庁時の滞在時間の短縮や非接触化を図るため、「 デジ

タ ルファ ースト（ 書かない窓口）」や、「 ワンスオンリ ー（ 一度入力し た項目

を何度も 確認し ない）」などを推進し ます。

　 ま た 、スマ ート フォ ン

な ど のデジ タ ルツ ール

を 使い、誰でも デジタ ル

化の恩恵を 受けら れる

よ う 、オ ン ラ イ ン 接 続

ス ポッ ト の整備を 進め

る と と も に、オン ラ イ ン

サービ ス の利用を 促進

し ます。

市民にやさし いデジタ ル化の推進1具
体
的
な
取
組

2 情報システム・ システム基盤運営管理事業

令
和

5年
度

予
算

2 ,2 8 8万
円

　 地域新電力などと 連携し 、地域内の

再生可能エネルギー設備で発電し た電

力を地域内に供給すること により、エネ

ルギーの地産地消を推進し ます。

　 公共施設などにおいて、さ ら な る 再

生可能エネルギー設備の導入を推進す

る と と も に、国により 認証さ れた 二酸

化炭素排出量ゼロ のカ ーボンフリ ー電

力の使用を推進し ます。

　 また、地域内の脱炭素推進の一環と し て、

住宅用省エネ設備補助制度の拡充や、住宅・

オフィ ス照明のLED化、ク ールチョ イスの推進

など、家庭や企業における 二酸化炭素削減

の取組を促進し ます。

エネルギーの地産地消と 脱炭素化の推進1具
体
的
な
取
組

1 地球温暖化対策事業

令
和

5年
度

予
算

2 ,8 0 4万
円

ゼロカ ーボン・ド ライブの推進2

　 限り ある 資源を 未来に繋ぐ 循環型社会の実現に向け、3 R（ Red uce（ 廃棄物

の発生抑制）、Reuse（ 再使用）、Recycle（ 再生利用））の推進、プ ラスチッ ク 類や

食品ロ スの削減など、ごみの削減に向けた取組を推進すると と も に、環境意識

の向上と ごみの減量化などに向けた積極的な取組を 促進するため、市民団体・

企業・ 大学などと 連携し 、環境教育を推進し ます。

捨てないこ と で未来の地球を守るごみの減量化・ 再生利用対策の推進1具
体
的
な
取
組

2 ごみ減量・ 資源リ サイクル事業

令
和

5年
度

予
算

9 2 0万
円

FU KAYA

Project of

Ｉ ＣＴ を活用し た行政のデジタ ル化

事業のコ ンセプト

行政
デジタル化推進
プロジェクト

FU KAYA

Project of

地球温暖化対策の推進

事業のコ ンセプト

ゼロカーボン
シティ推進
プロジェクト

SDGsとの関係： 主に関係するゴール SDGsと の関係： 主に関係するゴール

ク ールチョ イスの推進

書かない窓口の開設デジタ ルファ ースト の取組

深谷市役所本庁舎の太陽光発電設備


